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１．活動のテーマ
＜テーマ＞色(２歳児クラス)


＜テーマの設定理由＞当園では０歳児クラスから毎月絵の具やクレヨン、画用紙や筆など様々な道具に触れ製作活動を行っております。今年度のすくわくプログラムでは制作活動に慣れた2歳児クラスの子ども達に、馴染み深い道具を使って色の変化に関する驚きを体験し、今後の制作活動がさらに楽しくなるよう今回のテーマを色と決めました。






２．活動スケジュール①スタンピング→画用紙のお花の絵にスタンプで好きな色を重ねていき、色の重なりを楽しむ
②色水遊びA→好きな色のお花紙をペットボトルに入れ水を入れる。素材であるお花紙とお水の変化を楽しむ。
③色水遊びB→色水を混ぜていくと少しずつ色が変化していく様子を楽しむ。
④和紙染め→和紙に色水をつけ色の変化や模様のつき方を楽しむ。
⑤デカルコマニー→画用紙のちょうちょの絵にスタンプで好きな色を重ねていきボンド入りの絵の具で模様を描く。デカルコマニーの技法を知り、仕上がりの変化を楽しむ。








３．探究活動の実践
＜活動の内容＞
・活動のために準備した素材や道具、環境の設定
・活動中の子供の姿・声、子供同士や教諭との関わり　等を記載ください。＜道具＞
画用紙、スタンプパッド(10色)、ポンポンペン(６色)、お花紙、精製水、ペットボトル空き容器(大・小)、絵の具(６色)、ポンプボトル、プラコップ、紙コップ、和紙、木工用ボンド、ボンド詰め替え容器
＜環境設定＞
・色の変化を視覚的に捉えることができるように、どの活動も混ざる前と混ざった後がよくわかるよう工夫した。
・色水遊びは持ち帰って家庭で長く楽しめるよう精製水を使用した。
・デカルコマニーは作品を家庭で長く楽しめるよう絵の具に木工用ボンドを混ぜて使用した。
・自分で考えてやってみるという動きがじっくりとできるように活動時間を長めに設定した。
・子ども達が自発的に取り組めるような言葉かけを心がけた。
＜子どもの姿＞
1 スタンピング→自分が使いたい色を自発的に選ぶ。「色がついた」「まるくついた」など言葉にしながら進める。色を重ねることに抵抗のある子どももいた。
2 色水遊びA→「ジュース作り」に興味を示し、楽しみにする様子が見られた。お花紙の色を選んでもらったが、他の子どもと同じ色をえらびがちだった。お花紙をちぎる事よりも振る・混ざるの動作を楽しんでいた。変化した色を「オレンジ！」「ぴんくだね」口々に言って会話が弾んでいた。
3 色水遊びB→色水遊びAの色の変化をよく覚えており、「今日は何色のジュースになるかな」など楽しみにしていた。出来上がった色水を見て「にてる」「同じ色使ってる」など会話が弾んでいた。色選びに悩むお友達に「青はどう？」などと声をかける姿があった。
4 和紙染め→三角に折ってある和紙に興味を示す姿があった。和紙が染まっていく様子を見て「わぁ！」と歓声があがった。和紙を広げた時に模様になっていることに驚き、「やってみたい！(広げてみたい)」と言っていた。濡れた和紙が破けやすいことを知り、ゆっくりと和紙を広げようとしていた。積極的に様々な色を使っていた。


5 デカルコマニー→保育者が準備をしている段階から興味を持ち、「何やるの？」「これ何？」と口々に質問する姿があった。「３，２，１！」の掛け声で紙を開き、模様がでてくる様子をよく楽しんでいた。絵の具を塗ることへの集中力があり、全色使おうとしたり混ぜたりと時間をかけて楽しんでいた。




活動の様子が分かる写真　2枚以上を貼付してください。
（HPなどで公開する可能性がありますので、公開可能なものを使用ください。）












４．振り返り
＜振り返りによって得た先生の気づき＞1 スタンピング：同系色でも色の濃淡のちがいに気づき、自ら使い分けている姿が見られた。道具を多く揃えたことでじっくり楽しむことができていた。
2 色水遊びA：簡単で楽しい動きと音も合わさり、子ども達の「やりたい」という気持ちが目に見えて伝わる活動になった。みんなと一緒に行うことで、「○○くんと同じ色」「○○ちゃんは何色だ」などと子ども同士のコミュニケーションも多く見られた。
3 色水遊びB：絵の具が水に溶ける様子や混ざった時の変化に興味津々の様子だった。また「何色と何色で何色ができた！」と言って色の変化の仕組みの理解が進んだ。
4 和紙染め：初めて触れる素材に興味津々な様子だった。色の混ぜ合わせを前段階の活動に組み込んでいた事で自分で色を作ることに積極的であった。
5 デカルコマニー：今までの活動を通して色の変化にに対する興味が芽生えたと感じた。自分のイメージを持って興味のある色を選び、油絵のようなとても素敵な作品ができた。


